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で
作
っ
て
い
ま
し
た
ね
」と
振
り
返

る
小
松
。ラ
ジ
オ
製
作
雑
誌
が
相
次

い
で
創
刊
さ
れ
、受
信
機
を
製
作
す

る
少
年
も
少
な
く
な
か
っ
た
時
代
、

小
松
少
年
は
物
品
税
が
か
か
ら
な
い

ラ
ジ
オ
の
組
み
立
て
キ
ッ
ト
を
購
入

し
、完
成
さ
せ
た
ラ
ジ
オ
を
知
り
合

い
に
販
売
し
た
。今
も
理
念
に
掲
げ

る「
買
い
手
よ
し・
売
り
手
よ
し・
世

間
よ
し
の〝
三
方
よ
し
〞」。10
歳
代
半

ば
に
は
、技
術
者
に
加
え
、事
業
家
と

し
て
の
資
質
が
既
に
芽
生
え
て
い
た

よ
う
だ
。

ラ
ジ
オ
キ
ッ
ト
で
経
済
経
験

空
間
価
値
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
高
速
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
シ
ス
テ

ム
で
、「
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
最
高

賞
」や「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
優
秀

賞
」、科
学
技
術
庁
の「
注
目
発
明
選

定
証
」な
ど
の
受
賞
で
、社
会
性
の
高

い
事
業
が
大
き
く
評
価
さ
れ
て
き
た

小
松
電
機
産
業
。そ
の
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
は
、も
の
づ
く
り
が
好
き
な
一

人
の
少
年
の
挑
戦
だ
っ
た
。

「
中
学
生
の
頃
に
は
、ラ
ジ
オ
の
組

み
立
て
キ
ッ
ト
を
買
っ
て
き
て
自
分

小
松
電
機
産
業
事
業
者
の
資
質

1

長
期
的
な
時
流
を
読
み
、卓
越
し
た
着
眼
・
実
行
力
で
、ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る
総
合
水
管
理
シ
ス
テ
ム
の
パ
イ

オ
ニ
ア
「
や
く
も
水
神
」と
、高
速
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
シ
ス
テ
ム
「
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ　
ｇ
ａ
ｔ
ｅ
門
番
」と
い
う

二
つ
の
大
き
な
事
業
を
創
出
し
た
小
松
電
機
産
業
㈱
（
本
社
・
八
雲
町
、事
業
所
・
松
江
市
乃
木
福
富
町
、小
松

昭
夫
・
会
長
兼
社
長
）。二
つ
の
事
業
は
、社
会
の
ニ
ー
ズ
や
時
代
の
変
化
を
先
取
り
、市
民
の
日
常
生
活
や
経

済
活
動
を
支
え
て
き
た
。ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
旗
手
と
言
わ
れ
る
小
松
（
77
）が
、四
半
世
紀
に
わ
た
っ

て
推
し
進
め
て
き
た
の
が
、ド
ゥ
ー
＆
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
人
間
自
然
科
学
研
究
所
」の
平
和
事
業
だ
。「
和
譲
」

の
旗
を
掲
げ
、国
内
外
の
戦
争
・
平
和
祈
念
館
を
数
多
く
訪
問
し
、国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
は
30
回
を
超
え

る
。「
平
和
・
環
境
・
健
康
は
ひ
と
つ
」と
い
う
言
葉
は
、ラ
ジ
オ
放
送
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
を
通
し
て
世

界
各
地
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【 会社概要 】
小松電機産業㈱／松江市
創　　業　1973（昭和48）年
営業種目　 ソフトウェア開発事業 

通信システム開発運営事業 
電気機械器具製造業

資 本 金　1億円
代表取締役　小松昭夫
従業員数　100人
所 在 地　松江市乃木福富町735―188
電話番号　050―3161―2490

卒
業
生
中
で
ト
ッ
プ
評
価

家
庭
環
境
と
長
男
の
責
任
感
か

ら
、地
元
に
本
社
研
究
部
門
が
あ
り
、

全
国
展
開
し
て
い
る
農
機
メ
ー
カ
ー

に
就
職
す
る
こ
と
を
目
指
し
、松
江

工
業
高
校
機
械
科
に
進
学
し
た
。旧

八
雲
村（
現
松
江
市
八
雲
町
）の
実
家

か
ら
約
10
㌔
の
地
道
を
自
転
車
で

通
い
、担
任
の
先
生
の
親
戚
が
営
む

家
具
店
で
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド・
タ
ン
ス

の
設
計
、広
報
の
仕
事
を
手
伝
っ
た
。

得
た
収
入
で
機
械
の
専
門
書
や
50
㏄

の
新
車
バ
イ
ク
の
頭
金
を
払
っ
て
購

小松昭夫社長
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入
。1
2
0
0
人
の
生
徒
で
、新
車
の

バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
た
の
は
小
松
た

だ
一
人
だ
っ
た
と
い
う
。

専
門
科
目
の
機
械
設
計
に
は
特

に
力
を
注
い
だ
。ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ

ョ
ン
に
興
味
が
湧
い
た
小
松
は
高
校

3
年
生
の
時
、全
国
の
耕
運
機
メ
ー

カ
ー
約
20
社
に
卒
業
論
文
の
た
め
の

資
料
送
付
を
は
が
き
で
依
頼
し
た
。

す
る
と
熱
意
あ
る
学
生
の
頼
み
に
多

く
の
メ
ー
カ
ー
が
応
え
て
く
れ
た
。

想
像
を
超
え
る
資
料
を
元
に
小
松

は
、日
本
の
耕
運
機
の
発
展
の
経
緯

と
現
状
、将
来
の
展
望
を
論
文
に
ま

で
、2
年
間
社
長
側
近
と
し
て
働
き
、

事
業
の
醍
醐
味
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

「
い
ろ
ん
な
見
本
市
を
回
り
、見
識

を
深
め
ま
し
た
。人
の
話
を
よ
く
聴

い
て
、相
手
の
期
待
値
を
探
り
、そ
れ

を
越
え
る
提
案
力
が
あ
れ
ば
、小
さ

な
会
社
で
も
大
手
と
互
角
に
戦
え
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
」

73（
同
48
）年
、故
郷
に
戻
り
、電
気

と
経
理
の
基
礎
知
識
を
学
ん
だ
弟
と

起
業
。二
人
の
失
業
保
険
30
万
円
を

元
手
に
、工
具
と
中
古
小
型
ト
ラ
ッ

ク
を
購
入
し
、自
分
た
ち
で
改
造
し

た
実
家
の
納
屋
で
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。手
元
に
残
っ
た
現
金
は
わ
ず
か

10
万
円
だ
っ
た
。

（
文
中
敬
称
略
）

―
次
号
に
続
く
―

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー・門
脇
奈
津
子
）

し
た
。

し
か
し
、他
社
に
追
従
す

る
文
化
の
会
社
は
1
9
7
1

（
昭
和
46
）年
、農
具・
農
機・

農
業
機
械・
精
密
機
械
へ
と

急
速
に
変
容
す
る
ト
レ
ン

ド
に
乗
れ
ず
、経
営
破
綻
。

若
く
し
て
業
界
全
体
を
本

質
的
な
視
点
か
ら
グ
ロ
ー

バ
ル
に
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
小
松
は
、会
社
に
何
度

も
改
善
策
を
進
言
し
た
が
耳
を
貸

し
て
く
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い

う
。「
地
域・
会
社
の
文
化
が
破
綻
の

原
因
」。若
い
時
の
会
社
倒
産
の
経
験

は
、の
ち
の
会
社
経
営
に
大
き
く
役

立
つ
教
訓
と
な
っ
た
。

小
松
は
26
歳
の
時
、休
暇
を
取
っ

て
安
来
市
の
清
水
寺
で
1
カ
月
、座

禅
に
入
っ
た
。そ
の
後
、事
業
家
を
目

指
し
退
職
。事
業
を
学
ぶ
た
め
大
阪

の
小
さ
な
機
械
設
計
事
務
所
に
半
年

間
の
契
約
で
入
社
、プ
ラ
ン
ト
設
計

の
難
し
さ
を
実
感
し
た
。次
に
、設
備

用
水
中
ポ
ン
プ
販
売
や
、大
型
フ
ェ

リ
ー
の
稼
働
式
稼
働
橋
の
提
案
、設

計
、製
造
、納
入
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

総
合
的
に
行
う
社
員
15
人
の
商
社

と
め
、全
卒
業
生
中
ト
ッ
プ
の
評
価

を
得
た
。

新
人
な
が
ら
研
究
所
配
属

他
社
情
報
に
圧
倒
的
に
詳
し
い

弱
冠
18
歳
の
新
人
小
松
は
、大
手
総

合
農
機
具
メ
ー
カ
ー
で
、地
元
唯
一

の
1
部
上
場
会
社「
佐
藤
造
機
」（
現

三
菱
マ
ヒ
ン
ド
ラ
農
機
）に
入
社
、主

力
商
品
で
あ
っ
た
耕
運
機
の
開
発・

設
計
部
門
に
配
属
さ

れ
、ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
性
能
改
善
に
注
力

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
興
味

耕
運
機
の
将
来
展
望
を
卒
論
に

「
平
和・
環
境・
健
康
は
ひ
と
つ　
神
有
月
日
本
語

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
座
談
会
」の
様
子
＝
2
0
2
1
年
11
月

豊洲市場に納入されている高速シートシャッター「門番」

佐藤造機研究所勤務時代の小松昭夫社長（左から2人目）＝1966（昭和41）年

松
江
工
業
高
校
時
代
の
小
松
昭
夫
社
長


